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4 ラトビア ④

1 リヒテンシュタイン Policies and measuresの章に廃棄物の項目がない

2 リヒテンシュタイン ①

1 リトアニア 埋立地ガスの回収の改良・燃焼・再利用によって、メタン排出量を削減する（2012年まで
に、0.475Mt CO2削減の可能性）

①

2 リトアニア 【目標】埋立地からのメタンガス排出を減らすために、生分解性廃棄物の削減を2005年まで
に（1993年レベルの）50％、2010年までに25％にする
【見通し】現在はうまく機能していないが、埋立ガスの回収・燃焼・利用が改善された場合
には、メタン排出が153百万m3削減（2012年）となる

①

3 リトアニア ①

1 オランダ １）廃棄物の埋立処分量の削減
２）埋立地からのメタン発生の削減

①

2 オランダ ①

3 オランダ ①

1 ニュージーラン
ド

リソースのより良い使い方・再利用を設計することによって、有機廃棄物の発生量を減らす
ことを目指す

①

2 ニュージーラン
ド

今後20年間、人口増加に従い排水からのメタン発生量は増加すると予想される。しかし、埋
立地からのメタン排出量は京都議定書（2008-2012）に従い1990年のレベルを大幅に下回るこ
とが期待される。その後も2020年に向けて減少を続ける

②
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3 ニュージーラン
ド

【目標】より良い方法でリソースを再利用することで、有機性廃棄物を減らす
・台所からの廃棄物：2015年までに、埋立処分からの完全な転換（95％以上）
・下水汚泥：　　　　2007年までに、すべての埋立を適切に処理する

この目標、埋立地ガス回収の国家環境基準、および、埋立地立地、設計および管理に関して
の政策と相互に作用しながら行う

②

1 ノルウェイ メタン排出量を削減するために、１）汚染防止法の下でライセンス（メタン回収・燃焼を命
じる）設置、２）最終処分にたいする廃棄物税を課する

2 ノルウェイ 【施策】2009年以降、湿有機性廃棄物の埋立は禁止される（この措置の効果は、ベースライ
ンシナリオには反映されていない）

①

1 ポーランド 【目的】
"ソース"での廃棄物の発生を防ぐ、リソースの再生、廃棄物の再利用、最終的に再利用でき
ない廃棄物を安全な方法で処分すること

①

2 ポーランド ④

3 ポーランド 廃棄物部門では、GHG排出量が2005-2020年の間増加する予定
（新しい廃棄物焼却プラントの操業開始が主な理由）

③

1 ポルトガル 包装廃棄物の再生と再利用、生分解性廃棄物の埋立処分の削減

2 ポルトガル ①

3 ポルトガル ①
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4 ポルトガル ①

1 ルーマニア 廃棄物管理の活動は、リソースの保護、予防、“polluter pays”等の原則に基づいている ①

2 ルーマニア 焼却処理の要件を2009年までに満たすために、2008年から生分解性一般廃棄物の分別収集の
割合を8％にする

①

3 ルーマニア ①

1 スロバキア ・廃棄物排出者は、廃棄物を二次原材料として、またはエネルギーとして活用することが義
務づけられる
・廃棄物の最小化、埋立地ガスを回収し、エネルギー利用または燃焼を行う
・2006年以降、生分解性廃棄物の廃棄物（庭園、公園などの樹木）を一般廃棄物と一緒に捨
てることを禁止

①

2 スロバキア ①

3 スロバキア ①
②

4 スロバキア 【施策】排水について
集塊度10,000PE以上を対象に、浄化システムと適切な排水処理を備える（2010年までに）
集塊度2,000-10,000PEを対象に、浄化システムと適切な排水処理を備える（2015年までに）

②
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5 スロバキア ①
②

1 スロベニア 【施策】
・廃棄物税
・分別収集および包装廃棄物の管理
・埋立地ガスの回収、燃焼、エネルギー利用
・焼却場設置

①

2 スロベニア 【目標】投棄廃棄物の発生量の削減を求める
廃棄物税導入、廃棄物の分別収集、メタンガスの回収または利用可能性を研究、廃棄物の燃
料として利用

①

3 スロベニア ①

4 スロベニア 【見通し】メタン排出量は両シナリオとも減少する（2003年と比較）
・追加の対策シナリオ：2020年までに21％減少
・既存の対策シナリオ：2020年までに12％減少
排出量の減少の主な原因は、埋立廃棄物の量の削減および廃棄物ガスの回収

①

1 スウェーデン 【施策】
埋立地のメタン回収（1980年代から普及）
埋立の廃棄物税（2000年導入）
一般廃棄物のエネルギー回収施設での焼却（2003年で約80％）

①

2 スウェーデン ①
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3 スウェーデン ①

4 スウェーデン 【見通し】埋立地からのメタン排出をCO2換算排出量で、
・2010年：140万トンに減少（1990年レベルと比較して、62％減少）
・2020年：190万トンに減少（1990年レベルと比較して、84％減少）
可燃性物質、有機廃棄物の埋立を禁止するため、有機廃棄物の数量は急激に減少その後安定
することが予想される。このトレンドは、埋立が廃棄物焼却やリサイクルの形で置き換えら
れるかどうかに依存している

①

1 スイス 埋立の廃棄物税（2000年導入、汚染された土壌の改善のために計上される）
焼却の熱利用を行う（エネルギーの40％は地域暖房・電力生成に使用される）

①

2 スイス 【見通し】
2000年から一般廃棄物の埋立を禁止したため、メタン排出量は減少する
既存の埋立処分場からの排出は、今後数年間減少し続ける

①

3 スイス 【見通し】N2Oのその他の発生源は、排水処理、廃棄物の焼却、工業プロセス、燃料の燃焼、
医療行為等である。これらの排出量は、一般的な活動の結果、2010年-2020年まで一定である

②
③

1 英国 Policies and Measuresの章に廃棄物の項目がない

2 英国 ①
②

1 米国 【廃棄物管理プログラム】
固形廃棄物の削減、炭素分離を増加し埋立地ガスからのメタン排出を回避

①




